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解説 

 

まず、次の基本を思い出します。 

 

 

 

 

これにより ka が kの式であらわすことができるので、これを代入して ( )∑
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となり、-2 乗の階乗関数の和となるので、-1乗の関数の差分分解に変形して和を求めます。 

 

（１）i) 1=n のとき 
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   ii) 2≥n のとき 
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   i),ii)より ( ) ①　　　L14 += nnan  とかける。よって 
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